麻布大学第15回学術展示 : 「トラと家具？～ロシア極東の森で今 起こっていること～」展の記録 by 原田  公 et al.
「トラと家具？～ロシア極東の森で今 起こっていること～」展の記録 51
（1）はじめに : 第 15 回学術展示の趣意
極東ロシアに未だに存在している原生の森，タイ
ガ。この森で先住民族ウデへは長い間狩猟採集を続け
てきた。このタイガは IUCN（国際自然保護連合）の
報告書では「過去の氷河期とこの地域の気候・地形に
より，世界で最も豊かで類稀な温帯林が形成されてい
る」と評価されている。そして，その豊さ故に，タイ
ガを流れるビキン川中上流域は，アムールトラをはじ
めとする様々な動植物が生息・生育している「極東の
アマゾン」とも呼ばれている。また，日本との繋がり
も深く，最近の研究では，タイガで生成された栄養分
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要約：2014年 5月 20日（火）から 2014年 8月 28日（木）までの期間で「トラと家具？～ロシア極
東の森で今 起こっていること～」展を麻布大学獣医学部棟 1階の学術展示スペースで行った。以下は，
展示にコーディネーターとして関わった筆者と展示の企画・制作を担当されたタイガフォーラムの諸
氏による記録である。
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がオホーツク海に流れ出し，豊かな北洋漁場を作って
いることが判ってきた。しかし，このタイガも，現代
文明による森林破壊の危険性や開発などと常に隣り合
わせである。今求められていることは，この森や人び
と，いきものたちの存在を，ロシア国内のみならず国
際的にも知らせていくことである。タイガフォーラム
は，そんなタイガを森の住人ウデへの人々を通して知
り，一緒に守っていきたいと活動を続けている。この
学術展示を通じて，タイガやそこに暮らす人びとへの
想いを少しでも日本の皆さんと共有出来れば幸いであ
る。この企画を実現してくださった高槻成紀先生へ深
く感謝の意を表したい。
国際コミュニケーション研究室　原田　公
タイガフォーラム 三上雄己
（2）「タイガ」とは？
「タイガ」とは，ロシア語で森の意。主に北方の湿
地針葉樹林帯を指す。その語源には様々な説がある
が，一般的にはユーラシア北方民族の言葉であったと
言われている。現在は，ロシアのみならず北米などに
おいても，広く北方林 （boreal forest） のことを指す言
葉でもある。極東ロシアのタイガには，針葉樹（トド
マツ・エゾマツ・チョウセンゴヨウマツなど）と広葉
樹（タモ・ナラ・クルミなど）の温帯針広混交林が広
がっている。他の温帯林と比べ，この地域に動植物の
固有種が多いとされているのは，一説では，最終氷期
時にこの地域が氷で覆われなかったため，多くの種の
避難地になったからだという。ロシアの森林面積は，
現在の地球上森林面積の 20%以上を占める。そのた
め，今後，地域・国家・世界，それぞれのレベルで，
環境的にも経済的にも重要な役割を果たすであろうと
言われている。極東ロシアは，その中でも森林面積の
高い地域であり，またロシア森林全体の 3割以上を占
め，一部残っている原生の針広混交林は生物多様性の
側面からも非常に注目されている。
この展示で取り上げているのは，アムール川の上流
支流にあたるビキン川中上流域であるが，絶滅を危
惧されているトラの最大亜種アムールトラ（Panthera 
tigris altaica）や，この森に生息するもう一種の大型
の肉食性の強い動物であるヒグマが生きていくのに充
分な，アカシカやイノシシを始めとする大型草食動物
やノロジカやニホンジカなど様々な草食動物を育てる
豊かな森が存在している。しかし，人間の生活に利用
される木材などの供給源として，この森も常に伐採の
危機とは隣り合わせである。日本との繋がりとして
は，特に 60年代から 70年代にかけての建築材需要に
合わせて，直接ソビエト連邦から北洋材として大量に
丸太が輸入された。現在は，ロシアの輸出規制に伴っ
て，丸太輸入は激減したものの，中国経由で家具や材
木として輸入されていると言われている。
（この項目 文責 :タイガフォーラム）
図 1　「トラと家具 ?」展全景
図 2　トラの塑像と展示パネル
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（3）アムールトラ
アムールトラは，ネコ科に属するトラの一亜種。シ
ベリアトラとも呼ばれる。現在は，ロシア極東の沿海
地方およびハバロフスク地方のアムール川・ウスリー
川流域が主な生息地だが，かつては中国・朝鮮半島・
モンゴル・シベリアに広く分布していた。絶滅された
とされるカスピ海沿岸やイラン・アフガニスタン・パ
キスタン北部の山岳地帯にかけて分布していた別亜種
カスピトラが，遺伝学的調査（1）では，アムールト
ラとほぼ同一であることが判明したことから，この種
は中央アジアや西アジアまで生息していたと判明し
た（Driscoll C. A. et. al. 2009）。トラ種には，現在 9つ
の亜種（ベンガル・アムール・アモイ・インドシナ・
マレー・スマトラ・カスピ・バリ・ジャワ：カスピ・
バリ・ジャワは絶滅）が確認されているが，アムール
トラは，トラの亜種の中でも最大とされ，オスの大き
いものでは，全長 3 m・300 kg以上の個体も報告され
ている。最北に生息しており，毛は長くて深い。夏毛
は背側の長さが 1.5 cm程で，色も赤黄色でベンガル
トラに似ている。冬毛になると 4～ 5 cm程の長さで
綿のようになり，色も淡く鮮やかになる。首周りの毛
は夏冬共にこれよりも長い。繁殖期と育児期を除き，
基本的に単独で生活するトラに必要な縄張りは，ア
ムールトラの場合，メスで 250-450平方 km，オスで
は 1385平方 km（オスの場合は一部数匹のメスの縄
張りと被ることもある）（Wildlife Conservation Society 
Russia）。
トラは 20世紀初頭には地球上に 10万頭いたと考
えられているが，今では約 3062-5066頭とされている
（認定 NPO法人トラ・ゾウ基金）。その生息域は最近
100年間で 9割以上が失われ，IUCN（国際自然保護連
合）のレッドリストで「絶滅危惧種」に指定されてい
る。減少の要因は，密猟（漢方薬，毛皮等），生息地
の減少（大規模開発，大規模伐採等）等である（WWF 
Japan）。1975年にワシントン条約によって絶滅の危機
に瀕する動植物としてトラの取引が規制されるように
なったが，今も密猟は絶えない。日本では 2000年 4月
に「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関す
る法律」が改正され，トラを使用している医薬品の国
内での製造・販売が全面的に禁止された。
森の生態系の頂点に立つ肉食動物のトラであるが，
その存続には，大小の様々な動物を育てる豊かな森林
の存在を始め，我々人間が共生を意識することが不可
欠なのである。
（この項目 文責 :タイガフォーラム）
図 3　広葉樹が色づく「黄金の秋」
（画像提供 : タイガフォーラム）
図 4　冬の川は凍り付き動物と人の道路に変わる
（画像提供 : タイガフォーラム）
図 5　ヘリコプターから捉えた野生のアムールトラの家族
（画像提供 : タイガフォーラム）
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（4）先住民族　ウデヘ
ウデへは北方先住民族の一つ，満州－ツングース系
に属していて，現在，総人口約 2,000人と言われてい
る。主に沿海地方とハバロフスク地方に暮らし，川の
そばで生活してきたとされ，住んでいる川にちなんで
集団ごとにビキンウデへやサマルガウデへなどと呼ば
れている。書き言葉はなかったとされ，シャーマニズ
ムを信仰してきた。トラと共生してきた民としても知
られている。
伝統的に狩猟，漁労，そして採集を生活の糧とし，
主な食料は魚と野生動物の肉であった。ウデへは牽引
動物を持っていなかったが，長いスキーなどで，素早
く旅をし，必要な時には自らそりを引っ張ることも
あったと記録されている。中国人やロシア人との接触
を持った集団は家庭菜園などを始めたが，魚と肉を主
食とし，生で食べることを好んだ。沿海地方のウデへ
は朝鮮人参も採集する。
ソビエト革命以前，ウデへは森で小さな集団ごとに
暮らしていた。その森を始めとした自然界との関わり
の中で，ウデへ文化には多くの神々と神話が存在す
る。しかし，ソビエト連邦時代になると病院や学校な
どを備えた村々への移住・定住を強制された。同時に
彼らはロシア語を話すことも強制され，ウデへ語と
シャーマニズムは禁止された。その結果，現代のウデ
へにおいては，自らの言語や伝統的文化を知るものは
少ない。
ウデへの伝統的な衣服にはあまり男女差がない。布
製のゆったりしたローブ（ハラート）の下にズボン，
短い革製のブーツを履く。頭には，革製の小さな帽子
をかぶり，その下には綿やウールで出来た布を雨や雪
除け，夏には虫除けとしてまとった。形は同じだが，
女性服の方が長めに作られ，装飾も多めに施された。
ロシアに存在する多くの先住民族と同じく，社会的
経済的に困難な状態が続いていると言われている。言
葉や文化の衰退，出生率の低下や健康管理の問題も指
摘されている。
（この項目 文責 :タイガフォーラム）
（5）わたしたちの暮らしに欠かせない 
家具とロシアの森
普段の生活の中で当たり前のように使われている家
具。昔は，桐たんすなどの木製家具は職人さんに修理
をしてもらいながら代々家で受け継がれ大切に使われ
てきたものだが，いまでは近くの幹線道路沿いに立ち
並ぶ大型量販店に行けば，格安でデザインにも優れた
高機能の家具が気軽に手に入るようになった。ダイニ
ングテーブルなど，引越しをするたびに買い替えると
いう消費スタイルへと変わってきたようだ。木製家具
の世界ではこの 10年で，海外で造られた輸入家具が
大量に日本の市場に流入している。「国産家具」とい
う認証制度 が誕生するくらい日本の高い工芸技術に
支えられた家具調度品は家具流通の傍流へと追い込ま
れてきたのだ。そして，「国産家具」もその部材や原
木の多くは外国産だ。
図 6　お祭りで民族衣装を着ている村の若者たち
（画像提供 : タイガフォーラム）
図 7　仕留めたノロジカをさばく猟師の兄弟
（画像提供 : タイガフォーラム）
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日本で売られている輸入家具のもっとも大きな生産
地は中国である。木製家具の場合，中国産は輸入全体
の半分 にもなる（金額ベース）。では，中国でつくら
れる家具の素材は中国国内の森林から来ているかとい
うと，そうではない。中国では 1980年代に森林枯渇
が問題となり，政府の政策により伐採が厳しく制限さ
れるようになった。中国での大量の家具生産を可能に
している木材の調達地のひとつはロシア極東の豊かな
広葉樹の森である。ロシア極東で伐採されている貴重
な広葉樹の木材は国境を越えて中国に運ばれている。
そうした由来を持つ家具製品はアメリカや EU，そし
て日本の量販店のフロアーやインターネットのカタロ
グ用のサイトで売られている。
実際にロシア極東の広葉樹の森は今どうなっている
のだろうか ?ロシアを原産地とする広葉樹種の「ヤチ
ダモ」（Manchurian Ash; Fraxinus mandshurica）とモン
ゴリナラ（Mongolian oak ; Quercus mongolica）は 2014
年の 6 月にワシントン条約（CITES）の付属書 3 に登
録されることが決まった（CITES, 2014）。沿海地方や
ハバロフスク地方の河川流域に生息しているアムー
ルトラは現在，IUCNのレッドリストで危惧種（EN）
に登録されている希少種で，その生存が危ぶまれてい
る。野生動物や固有樹種がいかに危機に晒されている
か，国際社会からも注視が必要な状況であることがわ
かる。
（この項目 文責 :原田）
図 8　輸入木製家具の国別内訳
（出典 : 貿易統計）
図 9　タモを使用した中国製の
イスとサイドテーブル
図 10　ロシア沿海地方（赤い枠線）出典 : Google Map
2013 年輸入木製家具国別内訳
（金額ベース）
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■最後に
この 15回学術展示に関しては，もっぱら筆者は裏
方に徹した次第で，タイガフォーラムの協働なしには
実現できませんでした。あらためて三上雄己，木村輝
一郎，野口栄一郎，坂本有希の四氏に感謝の気持ちを
伝えたいと思います。
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図 11　第 15回学術展示ポスター
